
2022年度 就職先一覧
電気工学科の卒業生は大学院進学の他、電気・電子メーカ、情報・通信会社、電力・エネルギー会社をはじめ、
機械、自動車、放送、輸送、建設、化学、食品、印刷などの会社、国家、地方公務員、教員など、
きわめて広範囲の分野で活躍しています。本学科に対する求人は大変多く、就職率はバツグンです。

資格
本電気工学科は経済産業大臣および総務大臣による認定校であり、所定の科目を修得して卒業すると、
各種資格が得られます。以下は、代表的な資格の一例です。

●電気機器 ･ 電子部品メーカ
富士電機（4）／三菱電機（3）／東芝（2）／日本電
気（2）／キオクシア（2）／デンソーテン（2）／ＴＤ
Ｋ（2）／高見沢サイバネティックス（2）／富士通
／京セラ／コニカミノルタ／アルプスアルパイン／
横河電機／日本電子／日本電産サンキョー／ル
ネサスエレクトロニクス／矢崎総業／池上通信機
／ＴＤＫラムダ／サードウェーブ／パーソルAVC
テクノロジー／永楽電気／芙蓉ビデオエイジェン
シー／ＪＵＫＩ／大陽日酸エンジニアリング／日本
エアーテック／三井精機工業／樫山工業／酒井
医療／セイコーウオッチ／東精エンジニアリング
／古河電気工業／ニホンハンダ

●情報サービス業
ＮＴＴデータ・エマーズ／NTTデータMHIシステム
ズ／NTTコムウェア／NECソリューションイノ
ベータ／ANAシステムズ／ヤマトシステム開発／
ＡＭＢＬ／ＮＳＷ／協立システム開発／シグマト
ロン／シンプレクス／日本オラクル／東日本NSソ
リューションズ／アイシンク／アルゴグラフィック
ス／エムティーアイ／コマス／システムサポート／

テクノトップ／ハイ・アベイラビリティ・システムズ
／マネーフォワード

●建設業
関電工（3）／日本電設工業（3）／大林組（2）／清
水建設／西松建設／竹中工務店／長谷工コーポ
レーション／JR東日本ビルテック／NECネッツエ
スアイ／旭日電気工業／新菱冷熱工業

●輸送用機械器具
本田技研工業／トヨタ自動車／いすゞ 自動車／ス
ズキ／日野自動車／ホンダテクノフォート／三光
化成／アイシン辰栄

●電力･ガス、運輸業
東京電力ホールディングス（6）／J-POWERジェネ
レーションサービス／電源開発／ハタノシステム／
東京地下鉄（4）／東海旅客鉄道（2）／首都高速道
路

●その他の業種
電気技術開発（3）／三菱電機ビルソリューション

ズ（3）／メイテック（3）／東電設計（2）／三菱地
所設計（2）／富士通エフサス（2）／西日本電信電
話／湘南ケーブルネットワーク／dSPACE 
Japan／森ビル／ソウルドアウト／NTTファシリ
ティーズ／日産オートモーティブテクノロジー／
旭化成エンジニアリング／綜合警備保障／ＡＰＴ
／アウトソーシングテクノロジー／テクノプロ／日
立システムズ／マイスターエンジニアリング／関
東電気保安協会／専門学校

●公務員
千葉県庁（公務員）

●進学
日本大学大学院理工学研究科（27）／電気通信
大学大学院（2）／東京工業大学大学院／東京農
工大学大学院／横浜国立大学大学院／千葉大学
大学院／九州工業大学大学院

※（　）内数字は就職者が複数名いる場合の人数です。

〒101-8308　東京都千代田区神田駿河台１‒ 8 ‒14　［電気工学科事務室］（タワー・スコラ16階 S1613室）
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2023電気工学科
※大学院生含む

電気主任技術者の国家資格認定校など、多くの資格を重視　

＊1 規定の実務経験年数により申請できます。　＊2 国家試験の一部が免除されます。　＊3 申請するだけで取得できます。　＊4 教職課程を履修することにより取得できます。

日本大学及び理工学部の奨学金

Energy

Communication

Electronics

奨学金の名称 対象 金額 募集人数 募集時期 主要資格等

学
大
本
日 日本大学創立130周年記念奨学金（第2種） 学部・短大 30万円

（後期学費に充当） 若干名 5月 最低修業年限で卒業できる単位を保有し、学費支弁が困難な者。

日本大学オリジナル設計奨学金 学部 20万円 2名 5月 学業成績・人物ともに優秀で、国家公務員採用総合職試験受験志望者。
日本大学創立100周年記念外国人留学生奨学金 学部・短大・大学院 授業料の半額 若干名 5月 学業成績・人物ともに優秀な外国人留学生。
日本大学古田奨学金 大学院 20万円 1名 5月 学業成績・人物ともに優秀な者。※各専攻で持ち回り推薦
日本大学ロバート・F・ケネディ奨学金 大学院 20万円 1名 5月 学業成績・人物ともに優秀な者。※各専攻で持ち回り推薦

部
学
工
理
日本大学理工学部奨学金第1種 学　部（2年生以上）

短　大（2年生）
大学院（全学年）

学　部：40万円
短　大：40万円
大学院：50万円

学　部：30名
短　大：  2名
大学院：90名

5月 学業成績・人物ともに優秀で、学費支弁が困難な者。

日本大学理工学部奨学金第2種（留学生） 若干名 10月 学業成績・人物ともに優秀で、学費支弁が困難な私費外国人留学生。
日本大学理工学部後援会奨学金 学部・短大・大学院 50万円 40名 5月 学費支弁が困難で、後援会費を納入している者。

日本大学理工学部校友会奨学金 学部・短大
（卒業見込者） 20万円 10名 5月 卒業見込者のうち、学業成績・人物ともに優秀で、

貸与奨学金を受けている者。

日本大学理工学部天野工業技術研究所奨学金 大学院 年額150万円
（3年間継続） 4名 4月 学業成績・人物が優秀な博士後期課程1年生。

（外国人留学生を除く）
日本大学理工学部株式会社フジタ奨学金 大学院 50万円 4名 4月 建築施工を研究し、学業成績・人物が優秀な博士前期課程1・2年生。

日本大学理工学部校友会特別奨学金 学部・短大・大学院
（卒業・修了見込者） 50万円 若干名 2月末日まで

随時
卒業・修了見込者のうち、家計急変等により、
学費支弁が困難な者。（外国人留学生を除く）

●第1種、第2種および第3種電気主任技術者＊1
●第1級陸上無線技術士および電気通信主任技術者＊2

●第1級陸上特殊無線技士＊3
●第2級および第3級海上特殊無線技士＊3

●中学校教諭1種（数学、理科、技術）＊4
●高等学校教諭1種（数学、理科、情報、工業）＊4

給付型

※奨学金の内容については変更される場合もあります。



電気工学科は、ECEを基軸とした幅広い分野の
教育研究体制により広い視野と総合力を有した
エンジニアを育てます。

電気工学科は1928年に創設され、これまでに多くの優れた卒業生を社会に輩出している実績のある学科です。
それは、電気工学があらゆる産業の礎になり、多くの技術を支え育んできたことによるものです。
「電気」は、日常生活においてあたりまえに存在するようになり、その存在が意識されにくくなっています。
しかし、社会を動かすエネルギーとして安定供給の必要性が増している昨今では、電気の重要性は明らかです。
また、ICT化やAI、自動運転など電気の技術はこれからも多面にわたり、ますます必要とされています。

E

C
E

Energy

Electronics

Communication

●SEやプログラマになってソフトウェアを作りたい
　　　　　　　　　　　　　　　 ［情報の基礎］
●情報化社会に役立つ情報システムを作りたい
　　　　　　　　　［情報エントロピーの科学］
●音響技術者としてAIスピーカを作りたい
　　　　　　　　　　　　　［音響工学］
●5Gスマホ対象の無線通信機器を作りたい
　　　　　 ［ワイヤレスコミュニケーション］

●高性能な発電機を作りたい［電気機器Ⅰ］
●高速エレベータを作りたい ［電気機器Ⅱ］
●発電所を運転できるプロになりたい ［電力機器］
●ビルの電気設備を作りたい ［送配電工学Ⅰ］
●電柱のない街を作りたい ［送配電工学Ⅱ］
●再生可能エネルギーから電気を作りたい ［発変電工学Ⅰ］
●巨大な宇宙発電所を作りたい ［発変電工学Ⅱ］
●多様な自動販売機を作りたい ［制御の基礎］
●大規模なプラントを作りたい ［制御工学］
●停電しない街を作りたい ［電気法規及び施設管理］
●高効率のモータを作りたい ［電気機器設計］
●長距離を走る電気自動車を作りたい ［パワーエレクトロニクス］

●トランジスタ増幅回路を作りたい ［電子回路Ⅰ］
●電子機器用組込み回路を作りたい ［電子回路Ⅱ］
●Blu-rayやDVD用の新しいレーザ光を開発したい ［オプトロニクス］
●新機能性な電子回路の設計開発者になりたい ［電子回路CAD］
●パソコンやスマホに使われるディジタル回路を作りたい ［ディジタル回路］
●環境に優しく色々な用途に利用できる燃料電池や太陽電池を作りたい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［エレクトロケミストリー］
●半導体やダイヤモンドでつくる超大型TVを作りたい ［放電プラズマ応用］
●なんでも自分で製作できる電気モノづくりのプロになりたい ［物性の基礎］
●半導体を利用した電気エンジニアになりたい ［半導体デバイスの基礎］
●新素材を利用した電子通信ケーブルを作りたい ［電気材料］
●スマホやタブレット端末などに利用する液晶ディスプレイ等を作りたい ［電子デバイス］
●エネルギーや情報通信にも利用できる新しい素材を生み出したい ［先端材料工学］

エネルギー・
制御

通信・情報・音響

材料・
エレクトロニクス

電気の
三本柱

エネルギー・制御
産業において深く貢献し、脱炭素時代・SDGsの実現を
見据えた教育研究分野

専門科目
電気機器Ⅰ、電気機器Ⅱ、電力機器、送配電工学Ⅰ、送配電工学Ⅱ、
発変電工学Ⅰ、発変電工学Ⅱ、制御の基礎、制御工学、
電気法規及び施設管理、電気機器設計、パワーエレクトロニクス

Energy

材料・エレクトロニクス
新機能性材料の創成やニューノーマル時代の安全な
社会の実現を見据えた教育研究分野

専門科目
電子回路Ⅰ、電子回路Ⅱ、物性の基礎、半導体デバイスの基礎、
電子デバイス、電気材料、先端材料工学、ディジタル回路、オプトロニクス、
エレクトロケミストリ、放電プラズマ応用、電子回路CAD

Electronics

通信・情報・音響
次世代の完全自動運転やAI、超高速大容量通信の
実現を見据えた教育研究分野

専門科目
情報の基礎、情報エントロピーの科学、情報工学、情報ネットワーク、電磁波の基礎、電磁波工学、
音響工学、超音波工学、通信工学、ワイヤレスコミュニケーション、画像処理、通信法規

Communication

電気工学科の特色
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●AIを用いた自動運転システム技術を開発したい ［画像処理］
●災害時にも安定的に利用できる通信方式を作りたい ［通信法規］
●超高速な光ネットワークを作りたい ［情報ネットワーク］
●セキュリティに強いデータベースを開発したい ［情報工学］
●超高精度な電磁波（マイクロ波/ミリ波）レーダを作りたい ［電磁波工学］
●地球環境に優しい無線通信システムを作りたい ［電磁波の基礎］
●次世代の超高速光通信技術を作りたい ［通信工学］
●防犯・災害・医療などに役立つ物を作りたい ［超音波工学］



設置年次 
科目区分 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

全学共通教育科目 必修 自主創造の基礎

目
科
育
教
養
教

多文化と社会の理解
（Ⅰ群） 択

選
倫理学
歴史学
文学
法学

社会学
経済学
日本国憲法
ことばと文化

ドイツ語Ⅰ
ドイツ語Ⅱ
フランス語Ⅰ
フランス語

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ

心と身体の表現
（Ⅱ群）

必修 スポーツⅠ

択
選

哲学
日本語表現の基礎
クリティカル・シンキング
感性芸術学
心理学
スポーツⅡ
健康の科学

スポーツⅢ

科学・技術のリテラシー
（Ⅲ群） 択

選 技術者倫理
科学技術と人間
科学技術と経済

知的財産権論
科学技術史
現代物理学

地球環境化学
自然環境論
地理学

総合・ゼミナール
（Ⅳ群） 択

選 総合講座
教養基礎ゼミナール

目
科
学
科
礎
基

グローバルスキル分野

修
必

英語ⅠＡ
英語ⅠＢ
英語ⅡＡ
英語ⅡＢ

択
選

英語ⅢＡ
英語ⅢＢ
English Communication Ⅰ 
English Communication Ⅱ

英語特殊講義Ａ
英語特殊講義Ｂ

基礎科学分野

系
学
数
択
選
微分積分学Ⅰ
微分積分学Ⅱ
線形代数学Ⅰ
線形代数学Ⅱ
数学演習Ⅰ

関数論Ⅰ
微分方程式Ⅰ
微分方程式Ⅱ
数理統計学Ⅰ

系
学
理
物

択
選
物理学Ⅰ
物理学Ⅰ演習
基礎物理学実験

系
学
化
択
選 基礎化学実験
物質の構造と状態

目
科
育
教
門
専

修
必

電気工学基礎実験
電気工学インセンティブ

電気工学実験Ⅰ
電気電子工学実験
特別講義

電気工学実験Ⅱ
回路デザイン実験
電気工学ゼミナール
電気工学キャリアデザイン

電気工学実験Ⅲ
電気工学総合演習
卒業研究

修
必
択
選 電気回路Ⅰ及び演習

電気回路Ⅱ及び演習
電磁気学Ⅰ及び演習
電磁気学Ⅱ及び演習

択
選

電気工学基礎
分野

電気工学のための数学
電磁気の基礎
電気回路の基礎
コンピュータプログラミング

回路の過渡応答
電気計測
エレクトロニクス計測
コンピュータシミュレーションⅠ

回路とシステムの基礎
コンピュータシミュレーションⅡ

電気工学ものづくり実験

エネルギー・制御
分野

電気機器Ⅰ 電気機器Ⅱ
電力機器
送配電工学Ⅰ
発変電工学Ⅰ
制御の基礎
制御工学

パワーエレクトロニクス
送配電工学Ⅱ
発変電工学Ⅱ
電気法規及び施設管理
電気機器設計

通信・情報・音響
分野

情報の基礎 情報エントロピーの科学
情報工学
情報ネットワーク
電磁波の基礎
音響工学
超音波工学

通信工学
ワイヤレスコミュニケーション
電磁波工学
画像処理
通信法規

材料・
エレクトロニクス

分野

電子回路Ⅰ
物性の基礎
電気材料
半導体デバイスの基礎

電子回路Ⅱ
ディジタル回路
オプトロニクス
先端材料工学
電子デバイス

エレクトロケミストリ
放電プラズマ応用
電子回路ＣＡＤ

科学技術のパイオニアを育てる
4年間のカリキュラム
専門を学ぶための基礎力修得を重視しています。
●低学年では基礎力を付ける科目を多く設置しています。
●時代を見越した充実したカリキュラム。個性に合わせて自由に学べます。
●4年間にわたる実験科目はマンツーマンの教育で生きた知識が身につきます。

特色ある授業
「エネルギー・制御」「通信・情報・音響」「材料・エレクトロニクス」の3分野から、特色ある授業をピックアップしました。
技術革新とグローバル化に対応した、興味深くて、社会に寄与できる学びが揃っています。
最新の知見を身につけ、電気工学のプロフェッショナルを目指しましょう。

Energy

エネルギー・制御
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パワーエレクトロニクスとは、電力を効率的に変
換し、制御する技術の総称です。この技術は、エ
アコン、電子レンジなどの家電製品をはじめ、電
気自動車、鉄道など運輸機器、太陽光発電、直
流送電など電力・エネルギー機器など様々な分
野で利用されており、省エネルギーやCO2削減
などに不可欠なものです。本科目では、回路を構
成するパワー半導体、電圧変換、交流→直流ま
たは直流→交流変換、周波数変換など基本技
術を学びます。

パワーエレクトロニクス
制御工学は、機械、ロボット、電子機器などの動
きや振る舞いを制御するための学問です。数学
的手法により制御対象となるシステムの振る舞
いをモデル化し、制御器を設計することで，正確
かつ効率的なシステムの実現に役立てられま
す。制御工学は、自動運転、産業用ロボットの制
御、ドローン技術など、様々な分野で応用されて
いることから現代社会において必要不可欠な考
え方と技術を身につけることができます。

制御工学

Communication

通信・情報・音響

音は、人にとってコミュニケーション手段の一つ
であるばかりでなく、各種メディアなどの情報源
から情報を取得し騒音として問題視するなど、
我々の生活と密接に結びついています。近年で
は情報工学の発展に伴い、より一層学問として
の重要性は増しています。音響工学では、まず
音の基本的な性質や、音の表し方について学
び、音波の放射、電気音響変換器(スピーカ)、音
波の計測機器などについて学びます。

音響工学
AI技術を支える画像処理技術の基礎として、
空間フィルタ処理、領域抽出処理や空間周波
数領域の概念などに加えて、カメラなどの画像
入力機器の仕組みを学びます。カメラは光セン
サー技術、光学・電子工学、電子回路、情報処
理などの電気工学に関わる技術の集合体で
す。機械学習・深層学習や三次元情報処理と
いった、より高度な内容を扱う大学院科目の
画像処理特論への入口となる科目ですが、そ
れらの一部も学びます。

画像処理

Electronics

材料・エレクトロニクス

現代の社会では、様々な電気的特性をもつ材
料が使われています。半導体は良く知られてい
る材料ですが、常に新しいものが生み出され、
それが太陽電池やLEDに応用されています。そ
の他、超伝導を示す材料、磁性材料（磁石の性
質を示す材料）などが最先端デバイスに応用さ
れており、目覚ましい発展を遂げています。その
発展の様子について解説し、また、材料・デバイ
スの作製技術や観察技術についても学びます。

先端材料工学
本科目は、光と電子の相互作用として電気エネ
ルギーによる光の発生（自然放出、誘導放出）、
性質などを学び、各種レーザの発振原理、特徴、
応用について学びます。また、DVD、Blu-rayプ
レーヤーにも利用される半導体レーザを用いた
光ディスク技術、照明に使われている発光ダイ
オード（LED）技術、光ファイバ通信技術の基礎
についても学びます。

オプトロニクス
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安藤 花帆
2年／私立目黒日本大学高等学校出身

理系科目が苦手でも、楽しい！おもしろい！
の感動が、学びの意欲をかきたてる
高校時代に数学は苦手なのに、問題を解けた時は楽しくて、大学へ進
学するなら「楽しい」と感じられる方にしようと、理系の学部を目指すこ
とにしたのです。電気工学科を選択したのは、高校で演劇部に所属し、
音響という役割があり、舞台では大きな影響を与えます。音響から、
「電気っておもしろいな」と考えたのが始まりです。
入学当初、理系の学びは難しかったけれど、例えば苦手な数学を復習
できる授業があり、先生方もどんな質問にもていねいに答えてくださる
ので、苦手意識を克服しつつあります。それよりも、幅広く新しいことを
学べる楽しさの方が強く、「こんな世界があるんだ！」と感動しました。
印象に残っているのは、「電気工学基礎実験」。数人のグループで実験
しますが、グループの人と考え、話し合って実験を進めていくことは、と
ても充実した時間。その結果をレポートにまとめる作業があり、難しい
ながらも、自力で作り上げる楽しさを知ることができました。
これから専門分野を絞っていく段階になりますが、いろいろと学んでい
くうちに、ニュースで知るだけだった原子力発電への興味が湧いてきた
し、プログラミングの授業がおもしろかったので情報系もいいかなと考
えています。

私のマストアイテム
Ｂ５版のレポート用紙が必需品。レポートを
まとめるために、慣れようと考えたのがきっ
かけです。メモしたり、計算用紙にしたり。科
目ごとに書いても、ホチキスでまとめられて、
とっても便利ですよ。

石川 周男
3年／東京都立城東高等学校出身

現代社会に欠かせない電気を深く学び、
将来は技術開発に貢献していきたい
幼い頃から、家電やゲーム、スマートフォンなどに囲まれて育ち、「電
気」の重要性を深く学んでみたいと考えたことが、電気工学科への進
学のきっかけになりました。本学科では、実験や実習を通して、理論を
実践的に身につけることができます。２年次の「電気工学実験」では、理
論的な知識だけでなく、実際に手を動かして電気回路の仕組みを理解
できる貴重な経験をしました。理論値との相違について、グループの仲
間と議論したり。実験を通して、回路の構成や動作原理、測定方法など
を深く理解できたと同時に、チームワークやコミュニケーション能力も
養うことができました。
３年になり、より専門科目が増え、日々の勉強量が格段に増えていきま
す。そのなかで、自分のスキルアップを目指して、卒業までに電気工学や
電子回路などの基礎的な知識を問う国家資格の「電験三種」と、情報処
理の基礎的な知識や技術力を問う資格の「基本情報技術者試験」に挑
戦したいと考えています。また、早い時期から研究を希望する学生が集
まる「電気モノ・コトづくり工房」というプロジェクトに２年次後期から参
加。先輩はロボット製作でコンテストに出場したり、意欲的な研究ができ
そうです。これから専門分野を決める時期になりますが、「通信」「情報」
「音響」のいずれかの分野で、技術開発に貢献したいと考えています。

私のマストアイテム
友人から強く勧められて、「Ipad air」を２年
次に購入して以来、必須のアイテムになりま
した。日々のルーズリーフや教科書、配布物
まで一元的に管理し、閲覧することができ、
勉学には欠かせません。

中尾 琳花
4年／私立日本大学第三高等学校出身

いろいろな分野を学べる電気工学科で
研究を続けられるテーマに出会えた
父が電気工作教室で子どもたちに教えていたので、最初は付き合わさ
れていました。それがはんだごてを使って基盤に部品を付けたりするの
がおもしろくなってきて、ものづくりが好きになりました。自分で考えて
作ってみたい、もっと詳しく学びたいと、電気工学科へ進学を決めまし
た。３年次後期の「デジタル回路」の授業が印象に残っていて、先生から
回路図を渡されて、秋葉原の電気部品店で回路製作に必要な部品を
揃えるのですが、友人と一緒に行き、わくわくしながら買い物をしたも
のです。製作はなかなかうまくいかなくて苦戦しましたが、原因を調べ
て改良し、回路がうまく作動した時の達成感は想像以上に大きいもの
でした。電気に興味がある友だちがたくさんできて、お互いに学んでみ
たい分野について話したり、「この技術を身につけてみたい！」と思うも
のに一緒に挑戦する友だちができたことが、とてもうれしかったです。
２年次に松田先生の「物性の基礎」の授業でナノ材料や物質の機能や
性質に興味をひかれ、これをきっかけに４年次には松田先生の「機能
性材料工学研究室」を希望しました。メタデバイスの研究に取り組んで
おり、大学院へ進学して研究を続け、いずれは電子部品メーカーに就
職してものづくりを究めたいと考えています。
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私のマストアイテム
思いついたこと、アイデアを書き残せ
るように、小さい無地のノートをいつ
もカバンに入れています。シンプルな
デザインなので、フォーマルな場にも
使えます。

秋月 理沙
勤務先名 東京電力ホールディングス株式会社
所属部署 福島第一廃炉推進カンパニー　
 プロジェクトマネジメント室
 情報マネジメントグループ
2016年度卒業　西川研究室

発電所の高品質・効率化を
実現するために挑戦し続けたい。
高校生の時に経験した東日本大震災は、計画停電をきっかけに、電気
の重要性に気づかされる衝撃的な出来事でした。そこから電気の世界
への関心が高まり、電気工学科へ進学。太陽光発電や再生可能エネル
ギーを研究する西川省吾先生の研究室に所属して、太陽光電池の故
障検出を研究テーマに、日々研究に没頭しました。就活では、「電気を
生み出す、動いている発電所」に興味があったので、現在の就職先のイ
ンターンシップに参加。学生に対しても真摯に対応する姿や、人間関係
の良さ、充実した福利厚生や女性の働きやすさから、入社したいと強く
思いました。就活に動き出したのが人よりも遅かったので、就職指導課
を全面的に頼り、親身な支えがなければ、希望が叶うことはなく、くじ
けていたと思っています。
入社後に所属した部署は、発電所の電気設備のメンテナンスを行う部
署でした。発電所では人や設備の安全のために、さまざまなインター
ロックが組まれています。そのため、シーケンス図が読めなければ電気
設備の点検ができないし、トラブルにも対応できません。在学中にシー
ケンスを学んでいたことで、在籍中は安全作業とトラブルゼロを遂行
できたと考えています。
現在の所属部署では、廃炉の進捗状況の管理やその状況を取り纏め
た資料の作成を行い、資源エネルギー庁など多くの関係者に報告する
会議の開催やその調整作業に従事しています。
また廃炉の進捗状況については、当社のHPにも公開しており、地元住
民をはじめとする皆様にも理解していただくことを心がけて作成して
います。また、発電所の仕事を高品質・効率とするために、保全管理シ
ステムの開発検討にも携わっており、本格導入後もシステムの使い方
の教育など、軌道にのるまでは大変な仕事ですが、皆様の生活を支え
る電力会社の一員として、挑戦し続けたいと考えています。


